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Ⅰ． 目  的   

良質左すイレージを製造するため陀は各種の要素があるが、話込後のサイレージの化学的変化   

を考慮すると、速やかに痍気性の状態にすることが必要条件でぁるよその産めの踏込みと重石は  

詰込み材料を吟味することと共に重要左ことである。サイレー■ジを詰込む場合、無踏圧で投入し   

たときは下層の50％が、せた2～5時間後には50％までのものが累積荷重にエる自然沈下で、  

トラククーて踏圧した場合と同程度の密まに遷することが判っている。このよう夜ことから綴込   

みと重石は上部509らの排気と全体を沈下させる二面の働きがあるものと考えられるが、さらに  

排気速度を増すためのものとして、サイ占の内側面をアクリル系塗料で処理し、抵抗を少食くナ   

ることたよるサイレ⊥ジム品質東及ぼす影啓について検討した。  

2．試験方法  

＝⊃ 

0ナタリル系塗料内面処卦…‥A全面処理、丑上半分処乱C無処理  

。一基当詰込借…・・・エソバク14・Dkg、トウモロコシ140kg  

q試験如問‥；・・・■工■ン㌧べク（S・・42！d・占ヤ7・7′月）トゥモロコツ（S・4写・8・12  

～S二＝45．11＝0日）   

0真布…… ビニール求人土壌2・〇Kダ×4ケ：1基当8D虻ダを板基の上忙載せた。   

占その他…‥・ 7クリル系漁村を節約するため、あらかじめ普通ベンキでコンクリート表面の荒  

邑∃を塗わつぶし、その＿とを7クリル法科て仕上げた。  

人力による楷監は行なわたかった。  

5．試験成租  

1．沈降速度調査（ェノ／てク）  

月   日   d月 d日  d月 d日  d月 占巳  占月 7ヨ  d月 8日  d月 9日  占月10日  d月12日   

サイロ別粍脚数  10分   
50分   50分   1日   2日   5日   4日   占日   

A（全面処理）   1十ヤ   1．5   2．ロ   8．D   11＿ D   11．5   11．5   12．0   

B（半～†処理）   1C庇   2．5   5、5   10．D   11＿ 5   12．5   12．5   15．0   

lC（無処理） l   1（、詔   1．0   1．5   鼠 0   12．D   12．5   15．0   14．0   

－15d－   



15．D  1ニ．0  14．0  仁＝・5  qd．0    1エロ   

14・0  14．C  l占．C  175   1鼠 0  1茨5  l八lう14日 円  】摘1占臼  6月20己】  d月2‘ヨ  7月1日  7月 占日  u  〇日  1’D白  14白  ∴’i4日  き‾占自  十＋＋             “   1    I   n      ‖  15，0  1（‡．D  17 ロ  17二 5  20．0  21・0   
（トウモ 

月  日  8月12E】  6月12日  

示才萌Jr轡い0分   50分   
引］分 1吉宗  1日   2E   

A（全軍処理）  巨4蝕  5 c肌   ト＝⊥」j  Be：こク・処鎚）  ：5・C㍗  4 c耽  L云▲5】  1．4    C（無処刹）  2，仇・  5 c言乙  4  1－4  日月12日  8月15日  ● t】岩 ；  8月15日    n 8月1d日、8月18E］  」＿竺旦 1占鱒  1日  2日  5日    十‡≡1占ごj5，   1る F l【さ   19    L云▲5】  1．4    13    1モi．5  
1■や  4  1－4  17  1‘8  

月  日  18月21日  8月25日  ろ月1j口  恒…車＝可叫1日 四    1月10日  サ詣澤警  9日  11日  1ェ；己  ；21コ  2ご：」！5＝‡     口 15〔〕   

A（全面処理）  20．5  21，J．  21＿ D  いり．0  ∠1．ロ！21．5   u   i2エ5   

B（半分処鍵）  19 5  1鼠5  2【j＿D  2：1．0  2 日．〔  ？P．0  2d・Ol   

C（無処理）  19  19   1鼠ロ  1坑口il諷ロ   2〔・．5  i25・Ol   

2．取出し調査（ェノノてノニ～  

匝・扁蒜首  製品の水分  
P王1  衝の殿川  かける沈下ご・く、こ  

（％）   ，（ウb）  竺イロ倒  取出し時に‘                    込み踪さ  （‘そき 

＿   

人（’全）  1ま2   
d4   d5．2  4．2  21二5   15．7   

1お（半）  さ4  6る．U  15・ラ  

持て■義） ロ  る4  dや・J   1≦・ワ   
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（トゥモロコツ）  

製品のう ちわけ  拘   
′ィ 

∵＋1   
％  －％  

ロガl  仏） kg   個 kg   可食部重量町）  腐敗部重量御  芯  但）   l．休講l  詰込材料董  調査後の合計韮          几                 ‾了（仝）  14 D  15 4．5   7 5．5   5 父0   95．9  5 占．1   

B（半）  140   15 5．8   80．1   55．7   ● ●  5快0   

C（無）  14 0   15 d．1   7 6．5   598   9ス2  5く；．1   

サイロ憫取出し時陀  
ィ元  PII  

甲）   （％）   （％）  込み深さ＝∴（％）   

L≒サ芸   耶 ー％  再帰畑水分邑  製品の水分  72、5  5．5    51．5  599   

B（半）  41．D  70．4   75．7  5．5    28．0  59 5   

C（無）   4 5．9  宝 7D▲4  ∃ 75・0  5．d    ．55・D 58・7   

5．有機酸含量（酪酸、酢硬、乳懐）よりみた品質（ェン㌧バク）  

頂  ミリ当量   計   総酸に対する比率    点  数  等親   

酢酸  D．5 5   5．8 5   2（〕．4 7  

A  D  2 8．48  
乱 数   

0  

2．04  22．d 5  7鼠55  

酢喫  0．6 4  10、占占   52．52  

ロ  5 2．9 8  0  

…≡）95射傑  

酷使  0        ∃乱数  2．01  22．5 2  d：こd8   88点侵  
‾  

酢酸  0．58   占．55   20．15  

C  0  2管 8 7  0  ≡…95J㌃  
乳 酸  12■12  2 5．54  7鼠 85  

（トウモロコシ）  

区 酸  ％   ミリ当鼠   針   総酸に対する比率  点  数  等想   

酢酸   1．d 8  2 ス99   45．15   
A  銅 酸  0   0  d4．d4   D  

乳 酸  5．5 0  5 占．d5  5 くi．85   

酢酸  ロ．占 7  11．1d   2 2．9 7   

B  48．5 8  0  

≦呂）80ご  良  

乳喫  5．57  5 ス42  7スロ5   

酢酸  2．5 7  5鼠4 8   5 5．58   

…≡）95ふ  傑  

C  0  71．0 5  0  

乳1惣  2．85  51．65  44．42   十十十＋＋＋  良  
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4．考’ 察  

各試験区とも製品はか友少上質のものが生産されたれ 本試験の成績からは当初7クリル系塗  

料托よるサイロ内面処理忙よる効果として期待した沈降遠匿の変化、品質の差異吐認められなか   

った。しかしながら本試験に使用したサイ可まとく小型であるので、大型のサイロで実験した場  

合、同じ結果になるとは断冤し難い。また、各軌挨区で多患の腐敗部分があるが、これは重石を  

均一にかけるため硬玉を用ぃ、その下把ビニールフィルムを使用し柔かったためであって、足に  

よる頗圧を行桑わ夜かったからでは潅いと考える。  
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